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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年1月12日(2017.1.12)

【公開番号】特開2015-4866(P2015-4866A)
【公開日】平成27年1月8日(2015.1.8)
【年通号数】公開・登録公報2015-002
【出願番号】特願2013-130736(P2013-130736)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｂ  21/16     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ   21/16     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   21/00     　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ    5/74     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月29日(2016.11.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像を投射するための投射光学部と、
前記投射光学部を収納するための筐体とを備えた画像投射装置において、
前記投射光学部は、隙間を備え、前記隙間から空気の流入が可能であり、
前記筐体は、所定の面に設けられ第１のファンを備える排気口、第２のファンを備え前記
排気口へ向かう流路が前記隙間付近を含まない第１の吸気口、および、前記第１の吸気口
とは異なる面に設けられ前記排気口へ向かう流路が前記隙間付近を含みファンを備えない
第２の吸気口を備えることを特徴とする画像投射装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の画像投射装置において、
光源と、
前記画像を生成するための画像生成素子とを備え、
前記画像生成素子の画像出射方向が、上下方向または左右方向に平行となるように、前記
光源の光出射方向および画像生成素子の画像出射方向いずれにも直交する方向から当該画
像投射装置を見たとき、
当該画像投射装置を、上下方向および左右方向に２等分して、４つの領域に区分けしたと
き、
前記排気口を、前記第１の吸気口が配置された領域に対して対角の領域に配置し、前記光
源を、前記投射光学部が配置された領域に対して対角の領域に配置したことを特徴とする
画像投射装置。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の画像投射装置において、
前記筐体の前記投射光学部と対向する箇所は、吸気口がないことを特徴とする画像投射装
置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　上記目的を達成するために、請求項１の発明は、画像を投射するための投射光学部と、
前記投射光学部を収納するための筐体とを備えた画像投射装置において、前記投射光学部
は、隙間を備え、前記隙間から空気の流入が可能であり、前記筐体は、所定の面に設けら
れ第１のファンを備える排気口、第２のファンを備え前記排気口へ向かう流路が前記隙間
付近を含まない第１の吸気口、および、前記第１の吸気口とは異なる面に設けられ前記排
気口へ向かう流路が前記隙間付近を含みファンを備えない第２の吸気口を備えることを特
徴とするものである。
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